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平
成
十
八
年
十
月
二
十
六
日
早
朝
、
本
学
会
の
生
み
の
親
と
も
い
う
べ

き
國
學
院
大
学
名
誉
教
授
・
臼
田
甚
五
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

九
十
一
歳
。

　
先
生
は
東
京
都
大
田
区
の
臼
田
坂
に
生
を
享
け
ら
れ
、
府
立
一
中
か
ら

國
學
院
へ
進
み
、
折
口
信
夫
先
生
（
釈
迢
空
）
の
講
筵
に
列
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
一
中
時
代
に
若
山
牧
水
を
中
心
と
し
た
短
歌
の
世
界
に
強
く
惹
か

れ
て
の
進
学
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
ち
な
み
に
先
生
は
、
生
涯
を
通
し
て
、

日
本
の
歌
詠
み
の
お
一
人
で
あ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
予
科
入
学
ま
も
な
く
、

折
口
先
生
の
主
催
さ
れ
る
郷
土
研
究
会
に
も
出
席
さ
れ
、
そ
こ
で
民
俗

学
を
知
り
、「
世
の
中
が
変
っ
て
見
え
る
」
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

先
生
の
学
問
は
、
ま
ず
は
国
文
学
に
あ
り
、
そ
れ
は
古
代
の
万
葉
集
か
ら

近
代
の
川
端
康
成
・
高
見
順
に
及
ぶ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底

に
は
、
学
生
時
代
に
折
口
先
生
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
民
俗
学
が
あ
っ
た
と

言
え
る
。

　
さ
て
先
生
は
、
國
學
院
大
学
卒
業
後
ま
も
な
く
、
二
十
五
歳
で
『
土
佐

日
記
注
解
』
を
出
さ
れ
、
二
十
六
歳
で
『
神
道
と
文
学
』
を
公
刊
さ
れ
て

追 

悼臼
田
甚
五
郎
先
生

福
　
田
　
　
晃

い
る
。
一
方
、
一
中
時
代
に
藤
田
徳
太
郎
氏
の
「
歌
謡
の
展
開
」
に
心
を

惹
か
れ
、
大
学
卒
業
後
は
、
学
兄
・
鈴
木
棠
三
氏
の
導
き
で
歌
謡
の
フ
ィ

ル
ド
調
査
を
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
て
お
勤
め
の
文
部
省

教
学
局
の
助
成
を
得
て
、
お
よ
そ
一
年
間
、
全
国
各
地
の
歌
謡
調
査
に
歩

か
れ
、
そ
の
成
果
が
名
著
『
歌
謡
民
俗
記
』
に
結
実
し
た
。
二
十
八
歳
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
公
刊
書
は
、『
平
安
歌
人
研
究
』『
日
本
芸

能
叙
説
』
な
ど
と
続
き
、
や
が
て
は
『
食
は
ず
女
房
そ
の
他
』『
天
人
女

房
そ
の
他
』『
屁
ひ
り
爺
そ
の
他
』
な
ど
に
及
ぶ
が
、
そ
の
著
作
の
大
部

分
は
、『
臼
田
甚
五
郎
著
作
集
』
全
八
巻
、別
巻
一
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
お
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
第
一
巻

　
日
本
文
学
の
発
生

　
第
二
巻

　
和
歌
文
学
研
究

　
第
三
巻

　
日
本
歌
謡
研
究

　
第
四
巻

　
歌
謡
民
俗
記

　
第
五
巻

　
口
承
文
学
研
究

　
第
六
巻

　
日
本
伝
統
学

　
第
七
巻

　
物
語
文
学
研
究

　
第
八
巻

　
日
本
芸
能
叙
説

　
別

　
巻

　
口
承
文
学
大
概

　
先
生
の
学
問
は
、
自
ら
実
感
実
証
に
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
実

感
は
、
折
口
信
夫
先
生
の
学
説
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
世

の
文
献
学
者
・
歴
史
学
者
の
強
く
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
文
化
人
類
学
者
の
川
喜
田
二
郎
氏
が
説
か
れ
る
仮
説
発
想
法
に
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通
じ
る
も
の
で
、
狭
隘
な
批
判
は
当
る
ま
い
。
し
か
も
先
生
は
、
そ
の
仮

説
発
想
に
、
実
証
の
裏
付
け
を
主
張
さ
れ
、
自
ら
そ
れ
を
実
践
さ
れ
た
。

伝
承
と
文
献
と
を
合
わ
せ
て
重
視
す
る
方
法
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
先
生
の
本
学
会
設
立
の
思
い
は
、
昭
和
四
〇
年
に
遡
る
。
大
学
紛
争
の

最
中
、
國
學
院
大
学
の
学
生
部
長
と
し
て
忙
殺
さ
れ
た
が
、
一
息
つ
い
て

一
年
間
、
欧
米
に
遊
学
。
五
〇
歳
の
折
で
あ
っ
た
。
各
国
の
大
学
・
研
究

所
・
博
物
館
・
美
術
館
を
め
ぐ
る
な
か
で
、
特
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
全
国

的
体
制
で
口
承
文
芸
の
調
査
・
収
集
・
整
理
・
研
究
を
力
強
く
進
め
て
い

る
こ
と
に
、
深
い
共
感
を
得
ら
れ
た
と
聞
く
。
直
前
、
先
生
は
、
日
本
学

術
会
議
会
員
と
し
て
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
あ

る
い
は
そ
の
な
か
に
、
口
承
文
芸
部
門
の
包
含
を
強
く
主
張
さ
れ
た
経
緯

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
九
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
口
承
文
芸
国
際
会
議
に
出
席
、
あ

え
て「
日
本
の
昔
話
」に
つ
い
て
の
研
究
報
告
を
お
こ
な
わ
れ
た
。
学
会
後
、

北
欧
五
ヶ
国
が
共
同
運
営
す
る
民
俗
学
研
究
所
を
見
学
、
そ
の
折
に
出
会

わ
れ
た
韓
国
・
仁
荷
大
学
の
崔
仁
鶴
教
授
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
族
間
の

比
較
研
究
の
た
め
の
相
互
交
流
を
約
さ
れ
た
と
い
う
。
昭
和
五
十
一
年
五

月
に
は
、
そ
の
崔
教
授
の
招
き
で
、
関
敬
吾
・
直
江
広
治
・
大
林
太
良
の

三
氏
―
―
た
だ
し
関
氏
は
健
康
上
の
理
由
で
書
面
参
加
―
―
、
そ
の
他
と

と
も
に
、
韓
国
・
関
東
大
学
民
俗
学
研
究
所
主
催
の
東
北
ア
ジ
ア
民
俗
学

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
に
参
加
さ
れ
た
。
時
に
韓
国
は
国
を
あ
げ
て
口
碑
文
学

の
収
集
と
整
理
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
先
生
は
、
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
の
参
加
者
に
、
日
本
の
口
承
文
芸
学
会
設
立
の
必
要
を
説
か
れ
、

賛
同
を
得
て
、
帰
国
ま
も
な
く
、
國
學
院
の
研
究
室
に
準
備
事
務
局
を
置

き
、
そ
の
具
体
化
に
動
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
学
会
創
立
に

至
っ
た
経
緯
は
、
会
誌
『
口
承
文
芸
研
究
』
第
一
号
の
末
に
、
先
生
ご
自

身
が
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
当
学
会
に
期
待
さ
れ
た
こ
と
は
、
実
は
、「
日

本
お
よ
び
諸
外
国
の
口
承
文
芸
な
ら
び
に
口
承
文
芸
に
関
連
す
る
も
の
の

調
査
・
資
料
収
集
・
研
究
を
促
進
し
、
研
究
者
間
の
交
流
を
は
か
る
」（
会

則
）
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
の
「
口
承
文
芸
資
料
館
」
の

設
立
で
あ
り
、
世
界
の
口
承
文
芸
研
究
者
と
の
交
流
を
試
み
な
が
ら
、
世

界
に
通
じ
る
国
際
的
口
承
文
芸
研
究
の
推
進
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
以
上
、
ご
業
績
の
一
端
を
あ
げ
、
本
学
会
設
立
の
ご
功
績
を
し
の
び
、

先
生
へ
の
追
悼
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
時
に
今
年
は
、
本
学
会
設
立
の

三
十
周
年
に
当
り
、
そ
の
記
念
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
学
会
設
立
に

参
加
さ
れ
た
先
生
の
同
世
代
の
多
く
は
今
は
な
く
、
そ
の
意
志
に
従
っ
た

わ
た
く
し
ど
も
の
第
二
世
代
も
す
で
に
定
年
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、

次
の
第
三
世
代
・
第
四
世
代
の
研
究
者
は
意
気
軒
昂
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

先
生
の
学
会
創
設
の
意
図
を
か
な
ら
ず
や
達
成
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日

（
ふ
く
だ
・
あ
き
ら
／
日
本
口
承
文
芸
学
会
委
員
）

（
追
記

　
臼
田
甚
五
郎
先
生
に
対
す
る
追
悼
文
は
、
わ
た
く
し
の
任
と
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
編
集
担
当
者
か
ら
事
情
を
う
か
が
い
、

あ
え
て
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
あ
る
）


